
●　 建築都市環境工学
●　室内温熱空気環境に関する
　 　数値シミュレーション
●　自然エネルギー利用冷暖房・
　 　換気システム

人類は、建物によって厳しい自然環境から身を護り、
冷暖房によって健康で快適な室内環境を創り出してき
ました。しかし、地球温暖化や今後の化石燃料の枯渇
を考えたとき、我々は、自然と敵対するのではなく、
自然と協調することによって持続性のある社会を築い
ていかなければなりません。
建物の冷暖房のためにどのくらいのエネルギーが必要
か、そのエネルギーが地球環境にどのくらい影響を与
えているかを知り、自然の持つエネルギー（光・熱・
風など）をうまく利用した建物を計画・設計すること
、そして、その際に必要となる基礎理論を皆さんに伝
えていきたいと考えています。
風の流れや熱の伝わり方を予測し、人体が快適感を感
じるしくみを理解すれば、自然と調和した室内環境を
デザインでき、そして、それが影響を与える建物周辺
環境並びに地球環境の明るい未来をもデザインするこ
とができるようになるでしょう。

建築設備デザイン研究室（水谷ゼミ）

プロフィール
1980年に新潟大学工学部土木工学科を卒業後、三建
設備工業株式会社へ入社し、2007年9月まで建築設備
設計の実務及び研究開発を行ってきました。
その間、1981年から２年間は東京工業大学工学部建
築学科の研究生となり、クリーンルームや屋外気候の
研究を行いました。1987年からは新潟大学大学院自
然科学研究科に国内留学し、1990年に「集合住宅の
居住環境計画に関する研究」で学術博士の学位を得ま
した。1990年から２年間は、東京大学生産技術研究
所の受託研究員・民間等共同研究員となり、通風並び
に室内気流の可視化と数値解析について研究しました
。その後、三建設備工業株式会社では、換気効率や放
射空調、地中熱利用に関する研究を行ってきました。
2007年9月に本学に着任し、自然エネルギーを利用し
た冷暖房・換気システムに関する研究等を行っていま
す。中学から大学まで柔道をやっていたので、時間が
できたら畳の上で体を動かしたいと思っています。

担当科目
建築環境学Ⅰ、建築環境学Ⅰ演習、
設備基礎理論、建築環境学実験、
環境計画

専門分野

研究、実践活動

当研究室では、健康で快適な室内環
境を少ないエネルギーで実現するた
めのシステムの１つとして、放射空
調システムを研究しています。放射
空調の一種である床暖房が快適であ
ることはよく知られていますが、床
冷房や天井冷房など、放射を使った
冷房も、気流によるドラフト感がな
いことから、エアコンなどより快適
性に優れた面があります。そこで、
放射空調の快適性と省エネルギー性
に関して、実際の建物の測定や被験
者実験を通じて研究しています。
また、地中熱や風力など自然エネル
ギーを利用するシステムは、地質や
地下水の流れ、風向・風速などの自
然条件が建物建設地によって大きく
異なるため、費用対効果の予測が難
しいという問題があり、普及の障害
となっています。そこで、自然エネ
ルギーを利用した建物を実測してそ
の効果を実証するとともに、建設地
の自然条件を用いた正確な予測手法
の開発や、より効果的に自然エネル
ギーを利用できる冷暖房・換気シス
テムの研究・開発を行っています。

自然エネルギーを用いて
健康で快適な室内環境を実現する
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